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横浜市会平成２９年第３回定例会　決算特別委員会局別質疑

市民の皆様からの声をもとに３９4項目を要望

平成30年度予算編成へ向け要望書を提出平成30年度予算編成へ向け要望書を提出

　林市長は所信表明演説で、「市営住宅等の公
共建築物の老朽化という喫緊の課題にも、知恵
を絞って、費用の平準化と計画的な保全・更新
を両立し、新たなモデルを作り上げる」ことを
表明。また、多目的化や複合化にも挑戦すると
しており、市営住宅の再生においても、今後こ
れらの取組は非常に重要になると考えます。

　そこで、今後の市営住宅の再生のあり方につ
いてを質問しました。（答弁は裏面）

　平成 30 年度の予算編成にあたり、　公明党横浜市会議員団として林文子市長に対し、394 項目
にわたる来年度の予算要望書を提出しました。
　最重点要望としては、災害時に市民が迅速な安全行動を起こせるような情報伝達体制の構築や
洪水・内水ハザードマップ等の市民への啓発を推進する等、災害から命を守る「防災・減災・危
機管理」への取り組みや「子育て・青少年・教育」の観点からは、小医療費助成制度の対象の対
象年齢の中学３年生までの拡大及び対象者への全額助成及び所得制限の撤廃。ハマ弁の定着に向
けた積極的な取り組むを行うこと等要望しています。

市営住宅の再生について 建築局
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　ネパールでの地震発災の３週間後、ネパー
ル地方自治体協議会の要請を受けたシティ
ネットから横浜市に対して、今後の復興計画
策定のため技術的助言などを行う専門家の派
遣について依頼がありました。
　地震国にある横浜市としての使命感をもっ
て、その 2 か月後には技術職員を派遣して現
地調査を実施し、技術的支援を開始。中長期
的に地に足を着けた復興を目指し 30 年度末ま
で継続的に技術職員向けの研修を行うことな
　

どを記した覚書を締結。施工技術や様々な構造
の耐震性確保における留意点などを中心として
研修を実施する等、今後も民間企業やＪＩＣＡ、
世界銀行等との連携も
検討されることになり
ます。公明党として、
防災・減災における自
治体外交の推進を継続
して主張しています。

◎質問に対して、局長並びに副市長からは、
概ね以下の答弁がありました。
　市営住宅の建替えに併せて、集会施設、あ
るいは福祉施設など、市民利用施設を複合化
する際には、区や関係局、地域住民やＮＰＯ
などと、施設の形態や運営などについて協議
あるいは対話を行いながら、整備を進める。
　こうしたプロセスを通じ、地域で活動する
人や団体間の交流なども含め、地域コミュニ
ティの更なる活性化も努めていく。　
　大規模団地の再生は、広さや住んでいる方
の人口の数からしても、街そのものの再生に
つなげなければならないと考えている。
　そのため、老朽化した市営住宅の再整備と
ともに、複合化により必要な福祉や子育て施
設などの整備を検討。
　また、住宅の高度化などにより、生み出し
た余剰地を活用し、企業やＮＰＯと連携し、

多世代型住宅
や、商業施設、
地域の防災に貢
献できる交流広
場なども誘導す
るとともに、地
域のコミュニティを活性化する仕組みづくり
などにも取り組む。
　大規模な市営住宅の再生は、単に住宅とし
ての機能更新だけではなく、地域の活性化、
あるいは、コミュニティの再生など、これか
らの郊外部のまちづくりの一翼を担う大変重
要な事業であると認識している。
　横浜の郊外部における活力ある地域社会の
持続のため、総合的な視点で、また、新たな
視点で関係区局が一丸となってしっかりと取
り組んでいくとの答弁がありました。

地域コミュニティーや“まちづくり”の観点からの市営住宅の再生

建築局の技術におけるネパール地震の復興支援《建築局》

　みなとみらい地区からみなとみらいトンネ
ルを抜けると横浜中央卸売市場があります。
市場の前の海に面した土地は、横浜市の港湾
局の土地で現在は駐車場として活用され、横
浜市の防災訓練が行われたりしています。
また、国土交通省の所有する土
地も隣接しています。市場と連
携した活用や観光スポットとして
の整備を検討する余地があると
考えており、改めて確認しました。

( 副市長答弁 ) 副市長からは概ね、みなとみ
らい地区から臨港パークにずっと走っていく
と、いきなり街並みは変わります。そこに中
央卸売市場があり、もう少し中央卸売市場そ
のものが市民に開かれた施設であってもいい
とは考えております。市場の前面の右側のと
ころにも色々な仕掛けをすれば、おもしろい
ことができるのではないかと思っています。
広い視点で考えていくとの答弁がありました。

「中央卸売市場前の土地」のポテンシャルについての考え方について《都市整備局》


